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札幌都心アクセス道路検討会規約 
 

 

（ 名称 ） 

第１条 本会は「札幌都心アクセス道路検討会」（以下、「本会」という。）と称

する。 

 

 

（ 目的 ） 

第２条 北海道新幹線札幌延伸等を踏まえ、札幌都心部と高速道路とのアクセ

ス強化を図るため、関係機関の連携のもと、創成川通の課題解決方策

について検討を行う。 

 

 

（ 組織 ） 

第３条 本会の構成員は、次のとおりとする。また、必要に応じて、追加する

ことができる。 

    札幌市都市計画担当局長 

    北海道建設部長 

    北海道開発局建設部長 

 

 

（ 庶務 ） 

第４条 本会の庶務は、関係機関の協力を得て、北海道開発局において処理す

る。 

 

 

（ その他 ） 

第５条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は会議に諮って決める。 

 

（ 附則 ） 

 この規約は、平成 28 年 12 月 19 日から施行する。 



札幌都心アクセス道路検討会（第２回）の議事

資料１

各機関における
創成川通の検討
内容について

議 事 主な発言

・平成４２年度末の北海道新幹線札幌延伸により更なる観光客の増加が期待され、そ
の効果を全道に波及させるためにも道内各地へアクセスするための創成川通の機能
強化が必要である。合わせて札幌北インターチェンジ及び札幌駅とのアクセス性に配
慮が重要。

・札幌都心部については、交通量が多く連続的に混雑が発生し、更に事故危険区間が
複数存在する。札幌駅への円滑なアクセスを確保するため課題解決が重要。

・都心側は、札幌市のまちづくりの重要な拠点であることから、都心部の親水空間との
連続性や東西市街地の連携の強化等の地域のまちづくりの方針と整合を図り、創成川
通の整備及びまちづくりの実施が重要。

・創成川通沿線には市街地が形成されているため、創成川通の整備にあたっては、現
況敷地を最大限活用するとともに立体的な道路構造などで現況の主要交差道路の通
行機能の確保に配慮が必要。

・創成川通の北34条交差点は、都心部と高速道路とのアクセス性に係る重要な交差点
である。また、創成川通と北部方面を結ぶ交通が多いことによる渋滞及び事故の課題
が多いことから北34条交差点の課題解決が重要。
・高速道路との接続については、特に札幌北ICのオフランプ部の混雑が広域交通の課
題となっていることから、高速道路から円滑に創成川通を利用できる構造が必要。

・まちづくり面の市民合意に向けて、具体的な手法を検討し、更なる認識共有を深める
取組みを実施。

・北海道及び札幌市からの地域の配慮事項を踏まえ、構造等の概略的な検討を進める。



札幌都心アクセス道路検討会の検討事項（案）

構造の概略検討 ・まちづくり計画等の地域の意向を踏まえて道路の概略構造
案を検討

広域的な視点での整備効
果の整理

・道央都市圏をはじめ全道への波及効果等を整理

創成川通の整備と合わせ
たまちづくりの検討

・想定される整備形態を踏まえて、まちづくり面の機能強化を
検討

市民等とのさらなる認識
共有

・道路構造やまちづくりについて検討の進捗に応じて市民等
との認識共有を深める取組みを実施

検討事項 内 容



創成川通の構造検討

国土交通省北海道開発局

札幌都心アクセス道路検討会（第３回）

資料２



1

【創成川通の課題】
①主要渋滞箇所交差点が５箇所存在し、交差点を中心に慢性的な渋滞が発生
②信号交差点が２４箇所連担し、交差点での加減速による速度低下が発生し、特に冬期は連続的に混雑が発生
③札樽自動車道・札幌北IC(千歳方面)出口で慢性的に渋滞が発生し、都心部への円滑な移動が困難
④事故危険区間交差点が１２箇所存在し、死傷事故率は全道の約６倍と非常に高い頻度で事故が発生

創成川通の構造検討（現道の課題）

：主要交差点：事故危険区間：主要渋滞箇所 ：IC出口の渋滞

札幌北IC（千歳方面）出口ランプ(赤丸)と
高速本線の渋滞状況(右下)

▼札幌北IC合流部の渋滞状況▼主要渋滞箇所交差点及び信号連担等による速度低下状況

冬期の北19条交差点付近
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創成川通の構造検討（検討条件）

北
部
方
面

南
部
方
面

平面条件

縦断条件

区間 高速道路周辺部 中間部 札幌都心部

主要交差点 北34条交差点 北24条・北18条・15条交差点 北8条・北5条交差点

現道の課題

・交通量 33,000～36,600台/日
・主要渋滞箇所 1箇所
・信号交差点 3箇所
・事故危険区間 2箇所
・札幌北IC出口の渋滞

・交通量 36,600～42,400台/日
・主要渋滞箇所 2箇所
・信号交差点 13箇所
・事故危険区間 6箇所

・交通量 42,400台/日
・主要渋滞箇所 2箇所
・信号交差点 8箇所
・事故危険区間 4箇所

物理的制約
・高速道路高架橋の回避
・地下埋設物（下水管等）の機能確保
・主要交差点（北34条）交差機能確保

・地下埋設物（下水管等）の機能確保
・主要交差点（北24条、北18条、北15条）交差機能確保

・JR高架橋を回避
・地下埋設物（下水管等）の機能確保
・主要交差点（北8条、北5条）交差機能確保

配慮事項

・都市計画道路幅内での対策を最大限考慮（用地支障最小化）

・公共施設、医療施設等の重要施設の回避
・東西市街地の連携確保、緑地景観形成

・都市計画道路幅内での対策を最大限考慮（用地支障最小化）

・公共施設、医療施設等の重要施設の回避
・東西市街地の連携確保、緑地景観形成

・都市計画道路幅内での対策を最大限考慮（用地支障最小化）

・ホテル、医療施設等の重要施設の回避
・施設集積地区の支障回避
・既設創成トンネルとの接続
・札幌駅とのアクセス確保 （北海道新幹線二次交通）

・東西市街地の連携強化、親水緑地空間の連続性
・【都心まちづくり計画】との整合

都市計画道路幅W=40m（6車線） 都市計画道路幅W=56m（8車線）
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構造形式
別線整備 現道活用

高架構造 地下構造 交差点改良

構造の
イメージ

交通面

・速達性、定時性を要する交通、高速利用

交通の機能分担が図られる

・連担する信号交差点を回避することが

可能

・交通が集約されることで、現道及び並行

路線の混雑が解消

・冬期に積雪の影響を受ける

・速達性、定時性を要する交通、高速利用

交通の機能分担が図られる

・連担する信号交差点を回避することが

可能

・交通が集約されることで、現道及び並行

路線の混雑が解消

・冬期に積雪の影響を受けない

・信号交差点を回避できないため速達性

定時性は現況とほぼ変わらない

・並行路線からの交通転換が見込まれず、

面的な混雑緩和にならない

・冬期に積雪の影響を受ける

環境面
・景観、日照、騒音等の調査が必要

・高架橋を河川上空に整備するため

創成川の景観に影響がある

・東西市街地の連携が図られる

・地上部の親水緑地空間の整備が可能

・景観が良く、騒音問題の可能性は低い

・車線拡幅を河川上に整備するため

創成川の景観に影響がある

経済面
・地下構造に比べると事業費が安価 ・事業費が高価となる

・河川、地下埋設物の移設が発生する

・安価であり部分的な整備が可能

・交差点によっては用地買収が必要

概算費用 約140億円～180億円/km当り 約200億円～260億円/km当り 約5億円～10億円/箇所当り
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創成川通の構造検討（構造形式）

※概算費用は、都市部における他事例を踏まえて試算
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創成川通の構造検討（留意点）

区間 高速道路周辺部 中間部 札幌都心部

別
線
整
備

高
架
構
造

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障なし
・公共施設・医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成は部分的に可能

・現道課題を解決が可能
・本線での用地支障なし
・公共施設・医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成は部分的に可能

・JR高架橋を高架で回避し、既設創成
トンネルと接続することが構造上不可

地
下
構
造

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障あり
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成が可能

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障なし
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成が可能

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障なし
・ホテル、医療施設等の重要施設を回避
・既設創成トンネルとの接続が可能
・札幌駅とのアクセス確保が可能
・東西市街地の連携確保が可能
・親水緑地空間の連続性の確保が可能
・【都心まちづくり計画】に整合

現
道
活
用

交
差
点
改
良

・現道の課題の抜本的な解決とならない
・北34条交差点は、札幌新道側の課題解決
とならない
・交差点によっては用地支障あり
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携、緑地景観形成は
現況と変わらず

・現道の課題の抜本的な解決とならない
・交差点によっては用地支障あり
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携、緑地景観形成は
現況と変わらず

・現道の課題の抜本的な解決とならない
・交差点によっては用地支障あり
・ホテル、医療施設等の重要施設を回避
・既設創成トンネルとの接続が可能
・札幌駅とのアクセス確保、東西市街地の
連携は現況と変わらず
・親水緑地空間の連続性の確保は不可
・【都心まちづくり計画】に整合

概略構造検討の留意点
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・現道の交通課題を解決するための構造を検討

・地域のまちづくりの計画や方針に配慮した構造を検討

・広域的な整備効果を最大限発現する構造を検討

高架構造・地下構造・交差点改良案の組み合わせを検討

創成川通の構造検討方針

対策（案）

創成川通の構造検討（方針）



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

第３回 札幌都心アクセス道路検討会

北 海 道

平成２９年１２月１８日

資料３



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons. 1

○道央都市圏都市交通マスタープランを策定した際の協議会の構成員※による、都心アクセス強化に関する情報共有
や創成川通の課題、期待する効果などについて、意見交換を実施

※構成員：北海道、札幌市、小樽市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、南幌町、長沼町（事務局：北海道、札幌市）

・町内から札幌市への救急搬送は、現在、主に一般道を利用している。都

心アクセス道路の整備により、速達性や定時性が向上し、救急医療の充

実が期待

・救命救急で10分短縮の効果は大きい。また、札幌市へ通院する市民も多
いので、都心アクセス強化が果たす役割は大きい

・札幌市へ通院している住民が多いが、冬期の通院が大変だと聞いている。

都心アクセス強化により、渋滞を解消し、定時性の確保に期待

・レンタカー利用のインバウンド観光が増加してきており、速達性の向上や

札幌北ICの混雑解消に期待
・都心アクセス強化により、今以上に札幌市から当市へ足を伸ばす観光客

が増えることを期待

・平成30年度に余市～小樽間が開通予定であり、高速道路の利用増が期
待され、観光面や物流面でも都心アクセス道路の整備が必要

・石狩湾新港地区には多くの会社が立地しており、札幌市内へ食料や燃料、

リネン品等を毎日搬送している会社も多い。特に、冬期は渋滞による遅れ

が大きな課題となっており、速達性の向上と定時性の確保に期待

・創成川通を利用する事業者も多く、定時性が確保されることは大きなメ

リット。物流関係の利便性が向上することを期待

・通勤や通学で札幌市内へ通う住民が多く、通学は高速バスを利用するの

が一般的。高速バスは札幌北ＩＣを下りて都心部に向かうが、特に冬期は

創成川通の渋滞により遅刻する生徒が多いことから、札幌都心アクセス

道路の整備による渋滞解消に期待

・当町から札幌方面へ向かうには、一般道路を経由する２種類のルートが

あるが、都心アクセス強化により創成川通経由の時間短縮が期待でき、

通勤や買い物などの面で利便性が高まる。また、定住政策を進める上で

も都心部とのアクセス改善は重要

・高齢化が進む中、高齢ドライバーにとって、冬の札幌市内の一般道を走

行するのは辛いことから、定時性が確保された安全な道路が整備される

ことに期待

・昨年度、札幌市が実施したアンケート調査では、市民の都心アクセス道

路への関心は予想以上。当市においても生活に密着した道路であると認

識

・札幌都心部までは、一般道路を主に利用するが、札幌都心アクセス道路

の整備によって、交通が転換され、他の一般道路の渋滞緩和も期待。

・北34条交差点より北側も渋滞している。構造検討の際には、交差点の渋
滞対策も検討が必要

・札幌北IC出口が渋滞している場合は、前後のICで高速道路を降りることも
ある。札幌北ICの渋滞緩和に期待
・移住政策として、札幌市と千歳市（空港）の間に位置していることをPRして
おり、都心アクセス道路の整備による札幌都心部へのアクセス向上は、ま

ちの魅力向上につながると期待

医療（救急搬送等）

観光 暮らし（通勤、通学等）

物流・経済

その他



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons. 2

○道では、平成25年度に北海道新幹線の札幌延伸による経済波及効果調査を実施
○札幌延伸により交流人口が年間約42万人純増すると予測。また、道央圏に到着後、道内各圏域を周遊する
交流人口の純増は約29万人※

○2030年度末の札幌開業に向け、札幌から全道各地に至る高規格幹線道路ネットワークの早期形成及び札
幌駅と高規格幹線道路のアクセス改善が急務

道北圏
13.5万人

ｵﾎｰﾂｸ圏
4.4万人

釧路･根室圏
4.1万人

十勝圏
2.9万人

道南圏
4.2万人

（仮称）新八雲

長万部

（仮称）新小樽

木古内

新函館北斗

2030年度（平成42年度）
開業予定区間

2016年（平成28年）3月
開業区間

出典：北海道新幹線札幌延伸による経済波及効果調査事業の概要 （Ｈ25年6月 北海道総合政策部）、及び国土交通省資料

※ 約29万人は他圏域との重複を含む。調査実施時点の札幌延伸開業想定年次は2035年度

倶知安

東京～新函館北斗
４時間２分

東京～札幌
5時間1分

平成２９年１０月３１日現在

総延長 北海道を除く

(km) 延長(km) 率(% ) 全国開通状況

全 国 14,000 11,439 81.7 84.8
北 海 道 1,825 1,119 61.3 -

(928)
8,798 76.4 79.2
(96)
763 55.5

一般国道自動車専用道路 全 国 2,480 1,713 69.1 71.6
(本州四国連絡道路含む） 北 海 道 450 260 57.8 -

※全国値については、全国高速道路建設協議会の調査数値を使用。

※表の数値は，表章単位未満の位で四捨五入しているため，総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

北 海 道 1,375

※(　）書きは、高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路の外書きであり、高規格幹線道路の総計には含まれている。

高 規 格 幹 線 道 路

高 速 自 動 車 国 道

全 国 11,520

-

区 分 区 域
開 通 延 長

札幌

ＪＲ在来線

開通区間

凡 例

北海道新幹線
整備計画路線

北海道新幹線
営業路線

着手区間

未着手区間

高規格幹線道路



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

・北海道の強靱化を図るためには、高規格幹線道路網の形成など、道内交通ネットワークの整備を推進する
とともに、高規格幹線道路と中心市街地を連結するアクセス道路の整備も重要

◇住宅・建築物等の耐震化、老朽化対策の推進
◇津波避難体制、海岸保全施設の整備
◇火山噴火に備えた警戒避難体制整備
◇土砂災害対策の推進
◇洪水・内水対策の推進
◇暴風雪・豪雪対策の推進
◇関係機関情報共有、住民等への情報伝達体制強化
◇救助・救急、物資供給、医療支援体制の強化
◇行政の業務継続体制の整備

【リスク分散】
◇本社機能やデータセンター等の移転・立地促進
◇国内、海外との情報通信ネットワークの整備
【食料・エネルギー供給】
◇食料生産基盤の整備
◇道産農産物の産地備蓄の推進
◇再生可能エネルギーの導入拡大
◇送電網等の電力基盤の整備
【緊急支援】
◇広域応援・受援体制の整備

自然災害に対する 北海道自らの脆弱性を克服

◇北海道新幹線の整備 ◇道内交通ネットワークの整備 ◇空港、港湾の機能強化

６０の
施策

重点項目
３８

北海道の強靱化、全国の強靱化を支えるネットワーク整備

国全体の強靱化に貢献する バックアップ機能の発揮

１２３の
施策

プログラム

●道内外の災害時において、
被災地への物資供給や人的
支援を迅速に行うために不
可欠な高規格幹線道路につ
いて、函館市、北見市など
道内主要都市間のミッシン
グリンクの早期解消に向け
た取組を推進。

●災害時における広域交
通の分断を回避するため、

高規格幹線道路と
中心市街地を連結する
アクセス道路の整備を
はじめ、地域高規格道路
や緊急輸送道路、避難路
等の整備を計画的に推進。

強靱な北海道づくりのための施策

中心市街地

ア
ク
セ
ス
道
路

I C

3



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons. 4

新千歳空港インターチェンジの概要

□路線名 道道新千歳空港インター線
□設置箇所 千歳市 泉沢・平和
□事業期間 Ｈ２１～Ｈ２５
□延長 1.0ｋｍ
□幅員 車道部7.0ｍ、全幅員14.5ｍ
□規格 ランプ種別Ａランプ規格
□形式 トランペット型インターチェンジ
□開通 平成２５年８月３日

↑至岩見沢市至札幌市

↓至苫小牧市

36

337
36

新千歳空港ＩＣ設置前後の周辺工業団地への企業立地件数

出典：要覧ちとせ

79

112

○道では、国際線をはじめ、乗降客数が増加傾向にある新千歳空港と道都札幌市等とのアクセス改善のた
め、道央道の追加ＩＣとして、新千歳空港ＩＣを設置
○新千歳空港と道央自動車道を結ぶ自動車交通が分散されたことにより、千歳市内の渋滞が緩和され、定
時性が向上するなどの効果を発揮
〇新千歳空港ＩＣ設置により利便性が向上し、周辺工業団地への企業立地が加速

出典：交通実態調査（北海道）

開通前混雑状況 千歳ＩＣルート
(  信号10箇所)

新千歳空港
ＩＣルート
(  信号1箇所)

整備後整備前

千歳ＩＣルート 千歳ＩＣルート 新千歳空港ＩＣ
ルート

（分）

開通前
所要時間

開通後
所要時間
（千歳ＩＣ）

開通後
所要時間
（新千歳空港ＩＣ）

10.2分
短縮

12.5分
短縮

臨空工業団地
昭和５６年より分譲

H28/7時点92社立地

オフィス・アルカディア
平成１０年より分譲

H28/7時点11社立地
美々ワールド

平成10年より分譲
H28/7時点9社立地

ＩＣ設置計画発表 ＩＣ開通

整備効果①

整備効果②
平日ピーク時間における千歳ＩＣから空港までの所要時間



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons. 5

○道では、内国貿易の取扱量全国第一位を誇り、国際拠点港湾である苫小牧港と道央道のアクセス強化な
どを図るため、追加ＩＣとして苫小牧中央ＩＣ（仮称）に設置を進めている
○苫小牧港は、道内の内国貿易取扱量の５割以上を占めており、当該ＩＣの整備により物流の効率化など
が期待される
〇苫小牧中央ＩＣ（仮称）の設置により、フェリー利用者の利便性向上も期待される

内国貿易取扱貨物量【全国順位】

内国貿易取扱貨物量北海道シェア

苫小牧港
５５％

全国１位

苫小牧港
６１％

約２５９千台

小樽港
１０％

約４２千台

函館港
２９％

約123千台

道内港別フェリー利用台数

苫小牧港に直結する
国道276号に接続

苫小牧港

苫小牧西IC

苫小牧東IC

苫小牧中央IC（仮称）

8.6km 9.0km ↑至 札幌市
苫小牧中央インターチェンジ（仮称）の概要

□路線名 道道苫小牧中央インター線（仮称）
□設置箇所 苫小牧市 高丘
□事業期間 Ｈ２８～Ｈ３２
□延長 1.２ｋｍ
□幅員 車道部7.0ｍ、全幅員14.5ｍ
□規格 ランプ種別Ａランプ規格
□形式 トランペット型インターチェンジ

出典：Ｈ２７国土交通省港湾統計

出典：Ｈ２６北海道港湾統計
苫小牧西港フェリーターミナル

整備後経路

整備前経路

出典：各港統計年報（H26乗用車類）

函館港
２０％

釧路港
８％

室蘭港
７％

小樽港
６％

その他
４％

主要渋滞ポイント

国道３６号の混雑状況

(百万F/T/年)



札幌市資料

第３回 札幌都心アクセス道路検討会

資料４



札幌市におけるこれまでの検討状況情報共有

-1-

平
成
27
年
度

市民との情報共有に係る取組平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

基本的考え方の検討

・創成川通の課題整理

・期待される効果の検討 等

各種計画に創成川通を位置付け

札幌都心アクセス道路検討会
（H28.12～）

第１回検討会

◆札幌市総合交通計画（H24.1）
◆札幌市強靭化計画(H28.1)

◆札幌市まちづくり戦略ビジョン（H25.10）
◆第2次都心まちづくり計画(H28.5)

第２回検討会

第３回検討会

パネル展の開催・パンフレットの配布

アンケートの実施

オープンハウスの開催

ワークショップの開催

広報活動・地域住民への情報提供
※検討の進捗に応じて適宜実施



市民との情報共有に係る取組 －取組状況－情報共有

検討の進捗に応じ、ホームページへの掲載
や広報さっぽろ等により検討状況を周知
（平成28年８月～）

▼パネル展開催状況
（札幌駅前地下歩行空間）

-2-

パネル展 アンケート

広報活動

札幌駅前通地下歩行空間や札幌市役所
等５会場において、都心アクセス強化（創成
川通の機能強化）に関するパネル展を開催
（平成28年10月～11月）

パンフレット

検討の進捗に応じ、沿線町内会への回覧や
沿線連合町内会役員への説明等により検討
状況を周知
（平成28年８月～）

地域住民への情報提供

パネル展会場において、約1,400人の方に
パンフレットを配布。
パネル展のほか、各区役所等でも配布。
（平成28年10月～）

都心アクセス強化への期待や現況道路に
感じる課題などを把握するためにアンケート
調査を実施し、1,004票の回答を回収
（平成28年10月20日～11月18日）

▼パンフレット



市民との情報共有に係る取組 －今後の予定－情報共有

-3-

オープンハウス ワークショップ

市民に検討状況について情報提供した上で、
意見を直接聞き、今後の検討の参考とする
ため、検討状況に係るパネル展示を行い、
来場者から意見を募集するオープンハウス
の開催を検討。

市民同士が対話し、都心アクセス強化への
理解を深めるとともに、出てきた意見を今後
の検討の参考とするため、ワークショップの
開催を検討。

▲オープンハウスイメージ
（H16年11月 創成川通「まちづくり広場」）

▲ワークショップイメージ
（H26年12月 都市計画マスタープラン見直し
に係る「第２回まちづくりワークショップ」）



平成28年度 平成29年度 平成30年度 ～ 平成42年度

個別テーマの
検討

札幌駅交流拠点のまちづくり －札幌駅交流拠点まちづくり協議会－まちづくり

交通事業者
ｴﾈﾙｷﾞｰ事業者
交通事業者
ｴﾈﾙｷﾞｰ事業者

地権者地権者

札幌市
関係機関
札幌市
関係機関

関係団体関係団体

まちづくり検討部会

ｴﾈﾙｷﾞｰ事業者ｴﾈﾙｷﾞｰ事業者

札幌市
関係機関
札幌市
関係機関

地権者地権者

関係団体関係団体

札幌駅交流拠点及びその周辺のまちづくりの考え方を示すものとして「（仮称）札幌駅交流拠点まちづくり計画」の策

定を予定しており、「札幌駅交流拠点まちづくり協議会」を設置し、検討を進めている。

▼札幌駅交流拠点まちづくり協議会

交通事業者交通事業者
札幌市
関係機関
札幌市
関係機関

基盤整備検討部会

▼スケジュール

-4-

▼計画検討区域

内容集約

まちづくり、土地利用に関する意見交換、検討 交通施設、基盤整備に関する意見交換、検討

【協議会（親会）の役割】
（仮称）札幌駅交流拠点まちづくり
計画案に対する意見交換、検討
各種整備事業や周辺地区の動向
に関する情報共有

JR札幌駅

南口
広場

北5西1
街区北5西2

街区

北4西3
街区

創成川

札幌駅交流拠点 北8西1
街区

北7東1
街区

北5東1
街区

札幌駅交流拠点まちづくり計画検討区域
都心アクセス強化

北口
広場

計

画

ੑ
઺
␟
ಞ
੧
␠

計画素案の作成地区整備方針、地区整備計画の検討現況調査 地区の課題・
目標の共有化

意向把握・まちづくりの基本方針の検討
計画期間（概ね10年）

各種整備計画・事業実施

෈
ఛ
૜
୽
ഃ
ಱ

ਨ
ਲ
੊
ৗ
ୌ
଍
ై
ච
৫
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札幌都心アクセス道路検討会の進め方（案）

【国】 国道５号の渋滞状況等

【道】 広域的な整備効果の検討状況

【市】 市民の合意形成・まちづくりの視点について

【国】 対策案、概算費用

【道】 広域的な整備効果促進事業

【市】 市民合意の取組状況

計画段階評価

国道５号 創成川通に関する検討会のとりまとめ

今 回

札
幌
都
心
ア
ク
セ
ス
道
路
検
討
会

検討会の設置、検討事項および進め方を確認第１回検討会

（H28.12.19）

平成２９年度より直轄調査に着手

〔札幌都心部と高速道路のアクセス強化に向けた、構造等の概略的な検討の調査を実施〕

資料５

※必要に応じ開催

第２回検討会

（H29.8.10）


